
 

 

 

 

第７章 文化財保護 
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１．文化財保護審議会 

（1）目的 

 教育委員会において文化財の保存及び活用に関する重要事項を調査審議するため、教育委員会の

附属機関として「豊島区文化財保護審議会」を設置している。（豊島区文化財保護条例第 22 条） 

  
（2）概要 

 教育委員会からの諮問により、区内の文化財の保護及び活用に関する重要事項を調査・審議し、教育

委員会へ答申している。文化財に関する学識経験等を有する委員 10 名により調査・審議を行っている。 

 

 豊島区文化財保護審議会委員名簿          （※○は会長）令和 5 年 9 月 1日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）実績 

令和４年度開催実績 

□ 第１回文化財保護審議会（令和４年９月５日開催） 

 【審議案件】 

豊島区文化財の登録について（答申） 

候補物件：有形文化財（建造物） 婦人之友社社屋 

  

□ 第２回文化財保護審議会（令和４年 12 月 23 日開催） 

 【審議案件】 

豊島区文化財の登録について（諮問） 

候補物件：有形文化財（考古資料） 染井遺跡（旧丹羽家ひろば整備地区）出土遺物 

豊島区文化財の指定について（諮問） 

候補物件：豊島区登録有形文化財（建造物） 榎本家店舗兼住宅及び新座敷棟  

 

□  第３回文化財保護審議会（令和５年３月 16 日開催） 

 【審議案件】 

豊島区文化財の登録について（答申） 

候補物件：有形文化財（考古資料） 染井遺跡（旧丹羽家ひろば整備地区）出土遺物 

豊島区文化財の指定について（答申） 

候補物件：豊島区登録有形文化財（建造物） 榎本家店舗兼住宅及び新座敷（※答申時に名称変更） 

分　　　野 氏　　　名      

日 本 考 古 学 〇 菊 池 徹 夫 　早稲田大学名誉教授

日 本 近 世 史 大 石 学 　東京学芸大学教授

近 代 建 築 史 内 田 青 藏 　神奈川大学教授

仏 教 美 術 副 島 弘 道 　大正大学名誉教授

民 俗 学 小 川 直 之 　國學院大学教授

工 芸 技 術 加 藤 律 子 　刺繍作家

日 本 考 古 学 古 泉 弘 　特定非営利活動法人としま遺跡調査会理事長

日 本 建 築 史 小 沢 朝 江 　東海大学教授

日本近代史・
美 術 史

長佐古 美奈子 　学習院大学史料館学芸員

日本近現代史 松 本 洋 幸 　大正大学准教授

現　　　　　　　　　　職
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２．文化財の登録及び指定 

（1）目的 

 急激な都市化の中で残された文化財は、地域の歴史や文化、伝統等を理解するために欠くことの

できない貴重な区民の財産である。本区ではこうした文化財を保護するための措置として、昭和 61

年 3 月に文化財保護条例を制定し、文化財の登録及び指定制度を設けている。 

  
（2）概要 

 文化財の登録及び指定 

 教育委員会は、豊島区文化財保護条例第７条に基づき、区にとって重要な文化財について登録、ま

た同条例第５条に基づき、登録された文化財の中から、区にとって特に重要な保存・活用すべき文化

財について、指定を行う。 

  

（3）実績 
□ 令和 4 年度に新たに登録・指定された文化財 

ア 豊島区指定有形文化財（建造物）    

   榎本家店舗兼住宅および新座敷 ２棟  

   所在地：西巣鴨３丁目１９番２号  

   所有者：個人  

    

    イ 豊島区登録有形文化財（建造物）    

      婦人之友社社屋  

      所在地：西池袋２丁目２０番１６号  

       所有者：株式会社婦人之友社  

    

     ウ 豊島区登録有形文化財（考古資料）    

          染井遺跡（旧丹羽家ひろば整備地区）出土遺物 １件  

          所有者：豊島区  

          管理者：豊島区教育委員会 

 

□ 区登録文化財数（令和５年３月 31 日現在）           ※区指定文化財を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種　　別 区　　分 分　　類 件数

建造物 4

絵画・彫刻・工芸品 仏像彫刻他 171

古文書・古記録 古文書 6

考古資料 89

庚申塔 43

板碑 38

その他の石造物 10

無形文化財 工芸技術 4

有形民俗文化財 2

367合計

有形文化財

歴史資料
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□ 区指定文化財（令和５年３月 31 日現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上記による区の制度のほか、国においては文化財の登録及び指定制度を、東京都においては文化

財の指定制度を設け、文化財の保護に努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類・種別 所在地等 所有者等 指定年月日

蓮華山金剛院仏性寺山門 長崎1－9－2 金剛院 H 6. 6.27

旧江戸川乱歩邸土蔵 西池袋5－15－17 立教学院 H15. 3.26

旧丹羽家腕木門 駒込3－12－8 豊島区 H19. 8. 3

旧鈴木家住宅 東池袋5－52－3 豊島区 H24. 3.30

西巣鴨3-19-2 個　人 R 5. 4. 7

木造釈迦如来坐像 駒込7－4－14 勝林寺 H 5. 8.10

木造聖観音立像 池袋本町2－3－3 重林寺 H16. 4.30

鹿碑（寛政七年在銘） 駒込1－10－15 個　人 H10.10.13

瘞賜豬碑（嘉永二年在銘） 駒込1－10－15 個　人 H10.10.13

有形文化財
（考古資料）

東池袋1－18－1 豊島区 H16. 4.30

長崎獅子舞
長崎1－9－4
長崎神社

長崎神社獅子連 H 4.11.10

冨士元囃子 要町１－38－9 冨士元囃子連中 H14. 9.27

無形民俗文化財
(風俗習慣)

雑司が谷3－15－20
鬼子母神御会式
連合会

H27. 3.31

長崎１－9－4
長崎神社

長崎神社氏子会 H 4.11.10

要町１－38－9 冨士元囃子連中 H14. 9.27

史　跡 池袋富士塚 池袋本町3－14－1 氷川神社 H10. 6.11

有形民俗文化財
(民俗芸能用具)

染井遺跡（三菱重工業染井ア
パート地区）出土化粧道具他
一括

長崎獅子舞用具
（道具54点、衣装23点）

冨士元囃子用具
（楽器9点、寿獅子・大黒舞用
道具類11点）

名　　称

有形文化財
（仏像彫刻）

有形文化財
（石碑）

無形民俗文化財
(民俗芸能)

雑司が谷鬼子母神御会式
万燈練供養

有形文化財
(建造物)

榎本家店舗兼住宅及び新座敷
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□ 国登録有形文化財（令和５年３月 31 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 国指定文化財（令和５年３月 31 日現在） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

※国宝・重要文化財のうち、美術工芸品等については省略した。 

 

 

 

 

所有者等 指定年月日

豊島長崎の富士塚 高松2-9-3 浅間神社 S54. 5.21

自由学園明日館 西池袋2-31-3 自由学園 H 9. 5.29

狂言 南長崎6丁目
野村太良

（野村萬）
H 9. 6. 6

保存技術 金唐紙製作 目白4丁目 上田尚 H17. 8.30

雑司が谷3-15-20 法明寺 H28. 7.25
雑司ヶ谷鬼子母神堂
（付 宮殿・妙見宮・棟札）

重要文化財

種類・種別 名　称 所在地等

重要文化財

重要無形文化財
(能楽)

重要有形民俗文化財

所有者等 登録年月日

旧丹羽家住宅蔵 駒込3-12-8 豊島区 H20. 3. 7

高岩寺本堂 巣鴨3-35-2
宗教法人

高岩寺
H21. 1. 8

学習院正門
学校法人

学習院
H21. 4.28

学習院厩舎 目白1-5-1
学校法人

学習院
H21. 4.28

学習院乃木館（旧総寮部） 目白1-5-1
学校法人

学習院
H21. 4.28

学習院東別館（旧皇族寮） 目白1-5-1
学校法人

学習院
H21. 4.28

学習院北別館（旧図書館） 目白1-5-1
学校法人

学習院
H21. 4.28

目白1-5-1
学校法人

学習院
H21. 4.28

学校法人

学習院
H21. 4.28

宗教法人

金剛院
H26.12.19

宗教法人

金剛院
H26.12.19

個人 H30.5.10

個人 H30.5.10

種類・種別 名　称 所在地等

学習院西一号館

（旧中等科教場）

建造物

建造物

建造物

建造物

目白1-5-1

建造物

建造物

建造物

建造物

建造物
学習院南一号館

（旧理科特別教場）
目白1-5-1

長崎1-9-2

長崎1-9-2

建造物 金剛院本堂

金剛院庫裏建造物

建造物 並木ハウス 雑司が谷3-32-1

建造物 砂金家長屋 雑司が谷3-32-4
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□ 東京都指定文化財（令和５年３月 31 日現在） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

指定年月日

 H11. 3. 3

 S28.11. 3

 S28.11. 3

 有形文化財(彫刻)  S45. 8. 3

史跡 伊藤政武の墓  S35. 2.13

旧跡 遠山景元墓  S30. 3.28

旧跡 司馬江漢墓  S30. 3.28

旧跡 斉藤鶴磯墓  S30. 3.28

旧跡 尾形乾山墓並びに碑  S30. 3.28

旧跡 服部嵐雪墓  S30. 3.28

旧跡 ラファエル・ケーベルの墓  S30. 3.28

旧跡 乃木大将経営榊壇  S30. 3.28

旧跡 養育院跡 東京都衛生局  S30. 3.28

天然記念物  S31. 8.21

天然記念物 鬼子母神大門ケヤキ並木 雑司が谷3-16・19  S15. 4.18

所有者等

雑司ヶ谷鬼子母神の
イチョウ

南池袋3－18－18
法明寺

南池袋2－41－4
本教寺

東京都教育委員会
豊島区

雑司が谷3－15－20
鬼子母神堂境内

東池袋1－18－1
豊島区

南池袋3－18－18
法明寺

南池袋3－18－18
法明寺

巣鴨3－21－21
眞性寺

駒込6－11－4
西福寺

巣鴨5－35－6
本妙寺

南池袋4丁目
雑司ケ谷霊園

目白1－5－1
学習院内

南大塚2－8・9・
12・13
文京区大塚4-21・
24・50

目白1－5－1
学習院

東京都建設局

巣鴨5－35－33
慈眼寺内

西巣鴨4－8－25
善養寺内

南池袋2－41－4
本教寺内

巣鴨5－35－33
慈眼寺

西巣鴨4－8－25
善養寺

駒込6－11－4
西福寺内

巣鴨5－35－6
本妙寺内

巣鴨5－35－33
慈眼寺内

巣鴨5－35－33
慈眼寺

板絵着色三人静白拍子図
二代目鳥居清満筆

雑司が谷3－15－20
鬼子母神堂内

銅造地蔵菩薩坐像（江戸六地
蔵の一）（付石造華瓶一対、
石造灯明台一基）（像内納入
品　銅造地蔵菩薩坐像4躯、
銅札等一括）

巣鴨3－21－21
真性寺内

種類・種別 名　　称 所在地等

有形文化財(絵画)

旧マッケーレブ邸
（雑司が谷旧宣教師館）

雑司が谷1－25－5

板絵着色大森彦七図
鳥山石燕筆

雑司が谷3－15－20
鬼子母神堂内

有形文化財(建造物)

有形文化財(絵画)
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3．文化財保護事業奨励金及び補助金の交付 

（1）目的 

 区内の登録・指定文化財の保護に資するため、豊島区文化財保護条例に基づき、文化財所有者に

対して奨励金及び補助金を交付している。（文化財保護条例第 7 条及び第 13 条） 

（事業開始：昭和 62 年度） 

  
（2）概要 

  ア 文化財奨励金 

    文化財所有者や文化財保持者、保持団体等に対して、区登録文化財の保護活動への奨励金を交

付する。（根拠規定：豊島区文化財保護事業奨励金交付要綱） 

交付金額は下表のとおり。 

   所有する登録文化財の件数 奨励金の額 
１件の場合 年額  １０，０００円 
２件の場合 年額  ２０，０００円 

３件以上の場合 年額  ３０，０００円 
 

  イ 文化財保護事業補助金 

     区内の登録・指定文化財に対して、文化財所有者や保持者、保持団体等が行う保護事業への、

補助金を交付する。（根拠規定：豊島区文化財保護事業補助金交付要綱） 

補助金交付対象事業及び補助額は下表のとおり。 

  補助対象事業 補助額 

区指定文化財で、文化財所有者や保持者、保

持団体等が行う事業（別途要件あり） 

補助事業費の２分の１ 

※上限 500 万円 

国及び都の指定・登録する文化財で区長が特

に必要と認める保護事業 
補助事業費の２分の１ 

※上限 500 万円 
国及び都の指定・登録する文化財にかかる事

業で、国庫補助金ならびに都補助金交付の対

象になっている事業 

補助事業費から国および都の補助額を差し

引いた金額の２分の１ 

 

ウ 文化財保護事業補助金 

    文化財の所有者・管理者・保持者・保持団体等に対して、豊島区内に存する文化財の普及啓発

事業へ補助金を交付する。（根拠規定：豊島区文化財普及啓発事業補助金交付要綱） 

    補助金交付対象事業は下表のとおり。 

補助対象事業 補助額 

豊島区無形文化財・無形民俗文化財の実演・上演に関する事業。 

総事業費の２分の１ 

豊島区内の文化財の普及啓発を目的とする展覧会事業。 
豊島区内の文化財の普及啓発を目的とする冊子・チラシその他の刊

行物、ホームページ等の作成・配布・公開を行う事業。 
豊島区内の文化財に関する講座の開催事業。 
その他、豊島区内の文化財の普及啓発を目的とする事業で、区長が

必要と認める事業。 
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（3） 実績 

ア 文化財保護奨励金交付実績                          （件） 

 

 

 

 

イ 文化財補助金交付実績一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年　度 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

交付件数 67 72 72 73 74

年度 補助事業者 補助事業名

宗教法人　法明寺
国指定重要文化財
雑司ヶ谷鬼子母神堂防災対策重点強化事業

3,122,000 円

長崎獅子舞
豊島区指定無形民俗文化財
「長崎獅子舞」継承活動強化事業

2,333,000 円

宗教法人　法明寺
国指定重要文化財
雑司ヶ谷鬼子母神堂防災対策重点強化事業

5,739,000 円

長崎富士塚保存会
国重要有形民俗文化財
豊島長崎の富士塚の美観維持事業

211,000 円

宗教法人　法明寺
東京都指定有形文化財
板絵着色大森彦七等修理事業

192,000 円

宗教法人　法明寺
東京都指定有形文化財
板絵着色大森彦七等修理事業

193,000 円

長崎富士塚保存会
国重要有形民俗文化財
豊島長崎の富士塚の美観維持事業

145,000 円

特定非営利活動法人
としま遺跡調査会

泥面子の複製品製作体験のための道具一式作成
事業（文化財普及啓発事業）

32,000 円

宗教法人氷川神社
東京都指定有形文化財
板絵着色大森彦七等修理事業

193,000 円

宗教法人浅間神社
国重要有形民俗文化財
豊島長崎の富士塚保存修理事業

440,000 円

長崎富士塚保存会
国重要有形民俗文化財
豊島長崎の富士塚の美観維持事業

145,000 円

特定非営利活動法人
としま遺跡調査会

「泥面子」複製品を用いた埋蔵文化財普及啓発
事業（文化財普及啓発事業）

10,000 円

令和４年度

補助金額

令和３年度

令和元年度

令和２年度
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４．埋蔵文化財発掘調査 

（1）目的 

 豊島区内には「周知の埋蔵文化財包蔵地」（遺跡）が 16 か所あり、これらは地域の歴史数万年の

歩みを知る上で、貴重な文化遺産となっている。都市開発によって破壊されていく遺跡について、

記録として保存し後世に引き継ぐため、埋蔵文化財発掘調査を実施している。 

（事業開始：昭和 60 年度） 

（2）概要 

 「周知の埋蔵文化財包蔵地」（遺跡）エリア内を土木工事する場合、土地所有者や開発事業者は、

文化庁長官への届出が義務付けられている（文化財保護法 93・94 条）。 

 区教育委員会は、届出された建築計画等によって地下の遺跡が壊される可能性が高いと判断した場

合、試掘調査等を行い遺跡の有無を確認する。 

 試掘調査等によって遺跡が確認された場合には、発掘調査を実施、当該遺跡の記録保存を行う。 

 

 

 区内の周知の埋蔵文化財包蔵地                   （令和 5 年 2 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 遺跡名 時代 種類 範囲（下線は一部が包蔵地に含まれます）

1
氷川神社裏貝塚
(64778㎡)

縄文・弥生・平
安・近世

散布地(包蔵地)・
貝塚

池袋本町二丁目（17・25～32・36・37・38）
池袋本町三丁目（2・3・10・11～16・19・
20）

2
池袋東貝塚
(47014㎡)

縄文・古墳・奈
良・平安

散布地(包蔵地)・
貝塚

池袋本町三丁目（7・21・22・23・28・29），
池袋本町四丁目（17～19・31・33～36・37・
40・41）

3
学習院大学周辺遺跡

(203157㎡)
旧石器・縄文 散布地(包蔵地)

目白一丁目（1・2・5・6・7），目白二丁目
（1・2・3・5・8・9・10）

5
染井遺跡
(541556㎡)

縄文・弥生・古
墳・中世・近世

散布地(包蔵地)・
集落跡・貝塚・そ
の他（大名屋敷・
町屋）

巣鴨一丁目（5・16），巣鴨二丁目（7・8），
巣鴨三丁目（39），巣鴨四丁目（22・25），
巣鴨五丁目（1～11），駒込一丁目（30・33～
35・37・38・39・40・41・42～44），駒込二
丁目（1～3・4・5・6・17），駒込三丁目（1
～13・14・15・16），駒込四丁目（1～16），
駒込五丁目（1～5），駒込六丁目（1～8・9・
10・11・20），駒込七丁目（1～4）

6
巣鴨遺跡
(386729㎡)

縄文・弥生・近世
集落跡・その他
（武家屋敷）

巣鴨一丁目（1～4・6～15・16・17～21・27～
31），巣鴨二丁目（1～6・9～17），巣鴨三丁
目（14～39），巣鴨四丁目（9・10・11～13・
14～21・22・23・24・26・28・29・32～36・
37）

7
北大塚遺跡
(41995㎡)

縄文・古墳・近世
その他（大名屋
敷）

北大塚一丁目（11・12・13・20～26）

8
駒込一丁目遺跡
(47054㎡)

縄文・弥生・近世 散布地(包蔵地) 駒込一丁目（1～13・37・40・41）

9 駒込古墳 古墳 その他（古墳） 駒込一丁目（9番 *推定）

10
長崎一丁目周辺遺跡

(80763㎡)
中世・近世 散布地(包蔵地)

長崎一丁目（2・3・5～17・18・19・26～28）
西池袋四丁目（38・39・40・41）

11
高松遺跡
(69604㎡)

縄文・(平安)・近
世

散布地(包蔵地)
高松二丁目（26～31・43・44・45・49・50・
52～56・57），高松三丁目（2・3・4・5～7）

12
雑司が谷遺跡
(74230㎡)

縄文・平安・中
世・近世

散布地(包蔵地)
雑司が谷二丁目（6～8），雑司が谷三丁目（1
～9・10・15～19・21・22）
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（3）実績 
□ 埋蔵文化財の試掘・発掘調査等の実績   

 

 

 

 

 

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

29 34 40 25 18

8 4 10 5 8本 調 査

年　度

試 掘 ・ 確 認 調 査
調

査

件

数

13
東池袋遺跡
(33643㎡)

縄文・近世 散布地(包蔵地)
東池袋一丁目（25），東池袋四丁目（3・4～
8・24）

14
旧感応寺境内遺跡
(100959㎡)

近世 社寺跡
目白三丁目（6～11・23～28），目白四丁目
（1～4・17～19），西池袋二丁目（6）

15
椎名町遺跡
(34597㎡)

近世 集落跡
南長崎三丁目（6・8～10・11・12・14），南
長崎四丁目（10・12・16・17・23・24・27～
29），南長崎五丁目(10)

16
千早遺跡
(30658㎡)

縄文・古墳 散布地(包蔵地) 千早四丁目（5・6・7・8・9・10）

17
南池袋遺跡
(8591㎡)

縄文・江戸
散布地(包蔵地)・
屋敷

南池袋二丁目(1～3・40・45),南池袋三丁目
(24・25)
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５．普及啓発活動 

（1）目的 

 文化財は長い歴史を経て、今日の世代に大切に守り伝えられてきた地域の貴重な財産である。

こうした文化財を保存し次世代に継承していくだけでなく、子供たちをはじめ、すべての区民

がより文化財に親しむことができるよう、公開・活用も含めた普及啓発活動を行っている。 

 

（2）概要 

  身近な文化遺産に興味や愛着を持ち、より理解を深めていただくため、文化財の普及・啓発

事業として以下の事業を行っている。 
 

ア 文化財講座・見学会・展示会の開催 

区の登録・指定文化財をはじめとする様々な文化財を広く紹介し、区民の文化財保護の意

識・関心を高めることを目的として、さまざまな文化財講座・見学会・展示会を開催している。 
 

イ 刊行物の発行 

区のさまざまな文化財を広く紹介し理解を深めるため、様々な書籍等を刊行している。 
 
（3）実績 

 
□ 文化財講座・見学会・展示会の開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 時　　期 回　　数
参加人数

(延べ）

9月～10月 5 356

11月 2 40

3月 1 23

9月～10月 5 311

6月 1 160

10月～11月 2 29

9月～10月 4 86

11月 1 9

テ　　ー　　マ

30
年
度

徳川林政史研究所公開講座<第20回>
江戸時代の古文書を読む

東京文化財ウィーク2018　企画事業
①見学会　豊島区史跡めぐり

文化財講座「村絵図で歩く豊島３」

元
年
度

徳川林政史研究所公開講座<第21回>
江戸時代の古文書を読む

東京文化財ウィーク2019　企画事業
①見学会　豊島区史跡めぐり

遺跡見学会

２
年
度

徳川林政史研究所公開講座<第22回>
江戸時代の古文書を読む

東京文化財ウィーク2020企画事業
①見学会　豊島区史跡めぐり　※
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※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、各事業の参加人数を制限して実施した。 

 

□ 刊行物の発行 

・発掘調査報告書（豊島区教育委員会発行） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発掘調査報告書（としま遺跡調査会発行） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月 1 47

10月～11月 1 1,011

9月 1 43

11月 1 1,517

2月 1 1,431

徳川林政史研究所公開講座<第24回>
江戸時代の古文書を読む　※

東京文化財ウィーク2022企画事業
自由学園明日館共催「文化財の中で文化財を知る　VOLⅡ
　　　　             　－　豊島区の文化財展 －」

南池袋二丁目Ｃ地区再開発　遺跡見学会

４
年
度

３
年
度

徳川林政史研究所公開講座<第23回>
江戸時代の古文書を読む　※

東京文化財ウィーク2021企画事業
自由学園明日館共催「文化財の中で文化財を知る
　　　　             　－　豊島区の文化財展 －」

号 発行年月 頒布価格

54 平成31年 3月 ―

55 令和2年 3月 ―

56 令和3年 3月 1,800円

57 令和3年 3月 ―

58 令和3年 3月 500円

59 令和4年 3月 ―

60 令和4年 3月 ―豊島区埋蔵文化財調査概報集18　－2021年度国庫補助事業－

豊島区埋蔵文化財調査概報集17　－2020年度国庫補助事業－

書　　　　　　　名

豊島区埋蔵文化財調査概報集14　－2017年度国庫補助事業－

巣鴨町〷Ⅳ　－東京都豊島区・巣鴨遺跡（清和小学校校庭地区３次）の発
掘調査－

豊島区埋蔵文化財調査概報集16　－2019年度国庫補助事業－

巣鴨町〷Ⅲ　－東京都豊島区・巣鴨遺跡（巣鴨地域文化創造館公衆トイレ
棟・門地区）の発掘調査－

豊島区埋蔵文化財調査概報集15　－2018年度国庫補助事業－

シリーズ名 書  名 発行年月

としま遺跡調査会調査報告18
染井32－東京都豊島区・染井遺跡（インプレスト駒込
染井地区）の発掘調査－

令和3年3月

としま遺跡調査会調査報告19
旧感応寺Ⅱ－東京都豊島区・旧感応寺境内遺跡（グラ
ンダ目白弐番館地区）の発掘調査－

令和4年2月
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・文化財年報 

 

 

 

 

 

 

 

 

※頒布はしておりません。文化財グループで閲覧できます。 

 

  ・パンフレット、ブックレット、地図等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

書　　　　　　名 発行年月 頒布価格

池袋東貝塚　－解き明かされる縄文人の生活－ 平成31年3月 無料

埋蔵文化財保護の手引き―改訂版― 令和２年3月 無料

-中学校向け- 豊島区文化財マップ 令和３年1月 無料

豊島区文化財ブックレット２　豊島区の文化財と史跡 令和３年3月 無料

豊島区の文化財展2022　くらしを彩るガラス 令和４年10月 無料

豊島区文化財ブックレット３　長崎獅子舞のおはなし『平舞』 令和５年3月 無料

書　　　　　名 発行年月

豊島区文化財年報　2014（平成26）年度　第14号 平成28年3月

豊島区文化財年報　2015（平成27）年度　第15号 平成29年3月

豊島区文化財年報　2016（平成28）年度　第16号 平成30年3月

豊島区文化財年報　2017（平成29）年度　第17号 平成31年3月

豊島区文化財年報　2018（平成30）年度　第18号 令和3年3月
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６．豊島ふくろう・みみずく資料館 

（1）目的 

 雑司が谷地域では、江戸時代から郷土玩具「すすきみみずく」が鬼子母神のおみやげとして作ら

れてきた。全国で「すすきみみずく」を手本とした民芸品がつくられているが、この地域はその発

祥の地と言われている。 
 世界中の梟に関する資料収集家で東大名誉教授の故飯野徹雄氏が所蔵する膨大なふくろうコレ

クションのうち、約 4000 点が、「ふくろう・みみずく」にゆかりの深い豊島区に寄贈されたことを

きっかけに、雑司が谷地区にある区立南池袋小学校の一室を「豊島ふくろう・みみずく資料館」と

して開設し、寄贈されたコレクションの一部を順次展示している。 

 こうした展示によって、古くから地域に受け継がれてきた郷土玩具と共に「ふくろう・みみずく」

の生態や魅力にについて深く学習できる機会を提供している。 

 

（2）概要 

南池袋小学校内に「ふくろう・みみずく」に関するコレクションを展示する資料館を設置し、ふくろ

う・みみずくの生態や魅力を知る学習の機会を提供するとともに、一般公開も行っている。 

 

 ◆開 館 日：毎週土曜日・日曜日（年末年始を除く） 

 ◆開館時間：10 時～12 時 13 時～17 時 

 

（3）実績 
□ 利用状況 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

開館日数 103 91 75 77 98

入館者数 1,367 1,118 717 723 963

※新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、令和 2～3 年度は、一部の期間が臨時休館
となった。 
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□ 年度ごとの主な事業 

 年度

30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和４年度

事業名 備考

豊島ふくろう・みみずく資料館常設展示の一部展示替え
豊島区役所３階展示スペースの展示替え

30年５月・30年３月に実施

豊島ふくろう・みみずく資料館常設展示の一部展示替え
豊島区役所３階展示スペースの一部展示替え

4年11月に実施

豊島ふくろう・みみずく資料館常設展示の一部展示替え
豊島区役所３階展示スペースの展示替え

31年５月・令和２年３月に実施

豊島ふくろう・みみずく資料館常設展示の一部展示替え
豊島区役所３階展示スペースの展示替え

２年11月に実施

豊島ふくろう・みみずく資料館常設展示の一部展示替え
豊島区役所３階展示スペースの展示替え

３年10月に実施


